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人と自然と大地の結びつきを学び、
楽しむところ、それがジオパーク。

宮古市ジオパーク協議会では、出前授業を行っています。お気軽にお問い合わせください。 （宮古市観光港湾課）

みやこです。今日は縄文について調べるの。
縄文時代は今から約12,000年前（諸説あり）くらいから約2500年く
らい前まで続いたみたい。電気もスマホもないころって、どんな暮ら
しだったのかな。「崎山貝塚縄文の森ミュージアム」に行ってみよう。

こんにちは！学芸員の長谷川です。なんでも聞いてね、みやこちゃん。

縄文の人って、宮古に住んでいたと聞いたけど、本当？

そう、その通り。宮古では崎山以外にも、複数の集落の跡がみつかって
いて、現在の住宅地と縄文時代の集落の場所は共通する場所が多い
んだよ。近内中村遺跡では約200棟の竪穴住居が見付かっているよ。

200も！すごっ！縄文時代の人たちは何を食べていたのかなぁ。

みやこちゃん、貝塚って聞いたことあるでしょう？貝塚はものを捨てるだ
けでなく、役割を果した生活用品、動物の骨などをおさめる場所でも
あって、貝塚を調べると生活の様子もみえてくるんだよ。

崎山貝塚では、どんなことがわかったの？

ここに住んでいた縄文人はウニをたくさん食べていたってことだよ！
この写真をみて。これは崎山貝塚から見つかったウニのトゲや殻
だよ。ウニ塚と言ってもいいほど大量に見つかったんだ。今も
宮古はウニの産地で有名だけど、三陸の海は岩礁が多く、ウニ
がよく育つ環境なんだ。だから砂浜の海の近くで見つかる貝塚
ではウニは見つからないんだ。ウニのほかにアワビもたくさんみつ
かっているし、魚はカツオやマグロなど30種類位、シカやイノシシ、
オットセイなどの骨もみつかってるんだよ。

今も縄文時代も宮古の食生活は充実してるのね！

そうだね。量は多くないけど“サケ”の骨もみつかってるよ。

サケ・・・！

崎山貝塚縄文の森ミュージアムでは、勾玉の形のペンダント作りや、
土器・土偶づくりなどの体験ができます。どんぐりクッキーは当時入
手できたと思われる素材だけを使います。ぜひ様々な縄文体験を
してみてくださいね。（崎山貝塚縄文の森ミュージアム 0193-65-7526）
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「三陸ジオパーク認定ガイド」 ５名合格

2月24日（土）に実施された認定ガイド試験。試験官を前に、
実技試験や質疑応答というハードルの高い試験に11名の方が
挑戦、5名が合格しました。5名の皆さんが三陸ジオパークの面
白さを、わかりやすく、かつ安全に伝えるガイドとして登録、活躍
されることに期待したいと思います。

三陸ジオパーク検定 初級編
22名合格

2月24日（土） に宮古市、大船渡市２会場で行われた
ジオパーク検定。22名の方が合格しました。最年少合
格者は17歳。試験勉強を経て、三陸ジオパークの魅
力をさらに実感してもらえたでしょうか？

岩手大、岩手県立大の留学生
三陸ジオパークや宮古のみどころ

県央エリア。盛岡、八幡平、雫石、宮古を巡り、観光
スポットを歩いたり、体験プログラムに参加するモニター
ツアーが3月6～8日（2泊3日）に行われました。参加し
たのは、岩手大学の留学生7名、岩手県立大学の留
学生6名の皆さんです。
ジオサイトの田老の防潮堤やたろう観光ホテル、三王
岩、崎山貝塚縄文の森ミュージアム、浄土ヶ浜のほか、
牡蠣の直売所やそば打ちなど、様々な見学や体験で
宮古ならではの楽しみを体験！その様子をSNSで発信
しています。

「 」
で、探してみてくださいね！

浄土ヶ浜の新たな魅力
2月27日（火）は、夜の浄土ヶ浜の自然歩道を歩き、28日の朝は雪化粧

した景観をバックに浄土ヶ浜レストハウスで朝ヨガ。
月明かりの浄土ヶ浜、本州最東端のまちで朝ヨガとフレッシュジュース。

みなさんはどっちに一票？*

*浄土ヶ浜の新たな魅力を発信するためのファムツアー（魅力発掘ツアー）の様子です。

ナイトトリップ
月と星と波の音と

朝ヨガ
白い浜と青空と朝日と


